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	製品名: タイトジャンクションタンパク質 ZO 3 ウサギモノクローナル抗体
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	TJP1、TJP2、およびTJP3は、クローディン、ジャンクション接着分子、オクルディンなどのタイトジャンクション（TJ）膜貫通タンパク質をアクチン細胞骨格に連結する、密接に関連した足場タンパク質です（PubMed:16129888）。タイトジャンクションは、細胞間空間を通過する物質の移動を制限する役割を果たし、上皮細胞と内皮細胞の、構成的に異なる頂端側と基底外側の細胞膜ドメイン間の境界として機能します。PATJはタイトジャンクションに結合してリクルートし、タイトジャンクションの頂端側と側方の成分を連結して安定化させます（PubMed:16129888）。有糸分裂中にタイトジャンクションからサイクリンD1（CCND1）を隔離することで細胞周期の進行を促進し、M期におけるCCND1の分解を防ぎ、S期への移行を可能にします（PubMed:21411630）。 TJP1およびTJP2とともに、転写因子DBPAの接合部における保持と安定性に関与するが、核への輸送には関与しない。TJP2とは異なり、TJP3は、少なくとも実験室環境においては、個体の生存、胚発生、上皮分化、そしてTJの確立には必須ではない。
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	タイトジャンクションタンパク質 ZO 3 抗体を使用した、MCF-7、Caco2 溶解物中の Zonula occludens タンパク質 3 のウエスタンブロット分析。

